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＜抄録＞
本大会のテーマは「臨床検査の新たな挑戦と進化」である。このテーマに沿って、大学病院の歯
科の分野がどのような役割を果たしていくべきかという視点でお話しさせて頂きます。一般社団
法人 国立大学病院長会議が将来像実現化行動計画というものを出しています。Web上で公開さ
れておりますので、内容を見ることが出来ます。最新版は「将来像実現化行動計画 2022」で、
「35 の提言を礎に、医療の質向上と国民の福祉に貢献し、2025 年のあるべき姿を実現します」
と述べています。その行動計画の中に歯科もありまして、歯科の提言２のタイトルは、「多施設
共同研究を含めた臨床研究の推進と歯科系臨床検査の活用」です。内容は「歯科臨床研究推進会
議を開催し、大学間の検査実態を可視化することで、多施設共同研究が遂行可能なネットワーク
構築を行う。また、歯科疾患・治療における臨床検査を用いた質の高い臨床研究の推進に寄与し、
新規歯科医療臨床検査の保険収載に貢献する。」と記載されています。将来像実現化行動計画は
2012年に最初に出ていますが、歯科についての記載は2016年版からです。2016年版で歯科臨床
研究推進会議の設置・開催がうたわれ、その後、今年度まで開催が継続しております。
歯科臨床研究推進会議の重要な機能の一つは「多施設共同研究を含めた臨床研究の推進」です。
「cnm遺伝子陽性の Streptococcus mutans の全国的な分布についての研究」は実際に動いている
共同研究テーマの一つです。一方、日本歯周病学会では、PISA(periodontal inflamed surface
area)を用いた多施設共同の臨床研究が行われている。
このような多施設連携の共同研究は検査の標準化、症例数の増加／信頼性の上昇などに有効であ
り、提言にあるように「新規歯科医療臨床検査の保険収載に貢献する」に連携は極めて重要なこ
とと考えます。
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